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▼就任のあいさつ
▼新委員の紹介
▼地区担当者
▼新農業委員の抱負
▼新農地利用最適化推進委員の抱負
▼全国農業新聞の案内
▼農業者年金の案内
▼田園風景
▼食卓に一品　
　万願寺とうがらしのチーズ入り肉巻き
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町内各小中学校、

　　支援学校の田植え体験

　町内の各小中学校、支援学校では毎年恒
例の学校農業体験が行われました。
　児童・生徒たちは農業委員や地元農家さ
んの指導のもと、一束ずつ苗を植えていき
ました。
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（２）

農
地
・
農
政
委
員
会

　
地
域
農
業
を
振
興
す
る
た

め
の
政
策
提
案
や
行
政
庁
へ

の
意
見
の
提
出
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
利
用
集
積
、
遊
休
農
地
の

発
生
解
消
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

広
報
・
研
修
委
員
会

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の

編
集
企
画
発
行
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
見
識

や
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
研

修
を
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

（
農
地
・
農
政
委
員
会
所
属
）

地
　
区

推
進

委
員

農
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委
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新
司

野
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野
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新
司
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新
司

堀
内
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内
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内

堀
内

松
尾

松
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松
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中
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中
村
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滝
ノ
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稲
八
間

南
稲

八
妻

植
田

菅
井南中東西

北
山
田

乾
谷

柘
榴

東
畑

　
令
和
５
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
14
名
（
任

期
は
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
）
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
５
名
（
任
期
は
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
７
月
19
日
）
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
３
年
間
農
家
に
対
す
る
相
談
活
動
並
び
に
情
報
提
供
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
委
員
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
新
し
い
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

　

今
回
の
精
華
町
農
業
委
員
会

委
員
改
選
で
会
長
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
岩
井
三
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

当
農
業
委
員
会
は
毎
月
の
農

地
法
関
連
審
査
承
認
は
基
よ
り
、

新
た
な
取
り
組
み
で
の
農
業
施

策
や
農
地
法
等
改
正
に
伴
う
対

応
の
検
討
や
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
地
区
農
業
委
員

を
中
心
に
数
年
先
を
見
越
し
た

農
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各

地
域
懇
親
会
で
今
後
地
区
で
守

る
べ
き
農
地
と
耕
作
困
難
な
農

地
の
あ
り
方
を
話
し
合
う
こ
と

で
耕
作
委
譲
の
環
境
を
整
え
、

農
地
耕
作
や
農
地
保
全
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
委
員
会
要
望
で
基
幹

作
物
の
水
稲
で
令
和
５
年
産
か

ら
一
等
米
で
の
価
格
積
み
増
し

が
な
さ
れ
、
意
欲
的
に
上
質
米

生
産
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
も
町
農
政
担
当
課
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な

農
政
支
援
の
拡
充
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
改
選
さ
れ
ま
し
た
委
員

の
皆
さ
ま
と
協
議
を
重
ね
、
本

町
農
業
の
維
持
発
展
の
た
め
誠

意
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
確
実

な
歩
み
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
し
い
農
業
委
員
で
す

就
任
の
挨
拶

■
担
当
地
区

新
し
い

農

地

利

用

最
適
化
推
進

委
員
で
す

精
華
町
農
業
委
員
会

　
　
会
長　
岩
井　
三
郎

会
長

副
会
長

田中　正博
（植田）

杉嶋　秀美
（乾谷）

澤田　嘉之
（僧坊）

田中　安弘
（北稲八間）

山本　功
（山田）

山本千惠子
（山田）

堀内　大
（南稲八妻）

田中　𠮷照
（舟）

野秋　眞秀
（滝ノ鼻）

森島　隆詞
（中）

松尾　清敏
（東）

井澤　茂治
（谷）

石本　晋也
（西北）

新司　𠮷行
（菱田）

中川　茂成
（南）

　嶋　邦子
（東畑）

中村　正
（柘榴）

岩井　三郎
（里）

井上　和也
（菅井）

委員長副委員長

委員長副委員長

委員長副委員長
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加入要件

① 国民年金の第１号被保険者
② 年間60日以上農業に従事
③ 20歳以上65歳未満
④ 農地を持っていない農業者や、配偶者や後継者
など家族農業従事者の方も加入できます

詳細・お申込み先は農業委員会事務局へ

　
　
　
　
　
　

田
中
　
𠮷
照

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
し
て
の
３
年
を
糧
に
、

こ
の
度
農
業
委
員
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

精
華
町
農
業
の
振
興
に
尽
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

澤
田
　
嘉
之

　

遊
休
農
地
を
視
察
し
、
こ

れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
、

地
主
と
相
談
し
な
が
ら
耕
作

地
に
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
に
と
っ
て
重

労
働
、
投
資
額
の
わ
り
に
は
、

収
入
が
伴
わ
な
い
た
め
、
後

継
者
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

田
中
　
正
博

　

５
年
後
、
10
年
後
の
農
業

に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
へ
安
心
し
て
引
き

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
な
、
農

業
の
仕
組
み
作
り
を
構
築
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

中
川
　
茂
成

　

食
を
大
切
に
し
な
が
ら
農

地
を
守
り
、
こ
の
21
世
紀
の

農
業
が
さ
ら
な
る
充
実
と
進

化
が
で
き
る
よ
う
精
華
町
の

農
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

実
践
的
な
取
り
組
み
を
日
々

進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

未
来
に
期
待
の
も
て
る
農

業
を
め
ざ
し
て…
…

。

　
　
　
　
　
　

石
本
　
晋
也

　

６
年
ぶ
り
の
再
登
板
。
体

力
は
若
干
衰
え
た
も
の
の
気

力
は
充
実
。
元
気
印
。

　

私
も
任
を
受
け
た
以
上
、

初
心
に
帰
っ
て
お
ご
ら
ず
、

気
負
わ
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
精
華
町
の
農
業
振
興

と
農
業
者
の
生
活
向
上
の
た

め
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

新
司
　
𠮷
行

　

今
、
農
業
は
、
担
い
手
農

業
者
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
効
率
的
農

地
利
用
者
へ
の
耕
作
地
集
積

集
約
化
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
も
推
進
委
員
の
一
員
と

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

野
秋
　
眞
秀

　

地
元
地
域
の
推
薦
を
頂
き
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
御
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
農
業
振
興
の
発

展
と
地
域
が
活
性
化
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

堀
内
　
大

　

開
発
の
つ
ち
音
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
聞
こ
え
て
い
る
状
況

に
あ
っ
て
、
調
和
の
と
れ
た

開
発
と
農
地
の
保
全
お
よ
び

耕
作
放
棄
農
地
の
有
効
利
用

等
、
農
家
の
継
続
に
力
不
足

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
農

業
団
体
と
協
力
し
務
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

松
尾
　
清
敏

　

私
の
担
当
す
る
地
区
は
、

農
地
を
保
有
す
る
家
庭
が
少

な
く
、
耕
作
面
積
も
小
さ
く

機
械
化
に
追
い
つ
い
て
い
け

ず
、
農
地
の
活
用
を
他
の
農

家
に
依
頼
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

委
員
と
し
て
何
が
で
き
る

か
不
安
で
す
が
、
他
地
区
の

委
員
の
お
力
を
借
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
農
業
委
員

　
　
　
の
抱
負

新
農
地
利
用

最
適
化
推
進

委
員
の
抱
負

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

■毎週金曜日発行
■購読料 1カ月：700円

●申込みは

農業委員会事務局
　　　TEL：95-1903

農業者年金に加入しよう‼
さらに便利に

なります！！

農業経営とくらしに役立つ

農業新聞国
全

地方版には身近な情報
が満載。 農業者年金ＣＭ（税制メリット）

https://youtu.be/VIaVEE1mYGQ

ＣＭをご覧になりたい方
はコチラから



（４）

　農業委員会だよりは、精華町役場農業委員会窓口にあります。また、精華町のホームページでも公開しています。
　　　　　　　　　　　　この印刷物は、不要になれば、「その他リサイクルできる紙」として古紙回収に出してください。

【作り方】
①　万願寺とうがらしを縦半分に切り、種を取ってからスライスチーズを中に入れる。
②　豚肉を縦長に広げ、塩・こしょうをし、万願寺とうがらしをのせ、らせん状に巻いてい

く。同様に８本作る。
③　フライパンにサラダ油をひき、②を巻き終わり部分を下にして中火で焼き色がつくまで

焼く。焼き色がついたら焼く面を変えて、全体に焼き色をつけ、酒を加え、ふたをして
蒸し焼きにする。

④　水分がなくなったら、ふたを外し、しょうゆをひと回しかけ、器に盛る。（　嶋委員）

柘榴地域の
農地の風景です。

　広報委員も新たなメンバーになりました。
　見やすく、読みやすい農業委員会だよりの発行に努めてまいりますので
よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（森島委員）

田園風景
学研都市
　　に棚田‼

委員の
　つぶやき 連絡先：精華町農業委員会事務局　　０７７４－９５－１９０３

（前　松尾広報委員）

万願寺とうがらしの
　　チーズ入り肉巻き

食卓に一品

　・万願寺とうがらし
　・豚バラうす切り肉
　・スライスチーズ
　・塩
　・こしょう
　・しょうゆ
　・酒
　・サラダ油

４本
８本
４本
適量
適量
適量
大１
小１

【材　料】

（柘榴地域）


